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研究は楽しい！でも、安全は面倒だ！

2016.12.5
浜松医科大学

大学・研究施設における
リスクアセスメント

2016.12.5
浜松医科大学

東京工科大学 工学部 応用化学科
岡山大学 安全衛生推進機構 外部運営委員（元コア教員）

片桐利真

労働安全衛生法の作る組織

• 労働安全衛生法では

–総括労働安全衛生管理者 ＝ 行政府のトップ

–安全衛生委員会 ＝ 立法府

–産業医 ＝ 司法

の三権分立で職場の安全衛生を達成しています。

–今回の改正、特に化学物質のリスクアセスメント
で「行政府」は何を行うか、行うべきか、をご理解
いただければ、と思います。

–特に、対応の難しい、研究設備での対策の例を
示します。

本日のアイテム

• 自己紹介（なぜ、片桐は安全をしているか）

• 大学・研究所の安全の特徴

• 改正労働安全衛生法の

化学物質リスクアセスメント

• リスクアセスメント物質の検索法の提案

• 対象物質について

• 2020年水俣条約に向けて

自己紹介（職歴）
1988 京都大学 博士研究員

「グリニャール反応の機構に関する研究」物理有機化学

1990 日本鉱業（現 JX日鉱日石）医薬バイオ研

「有機フッ素化合物の用途開発」合成・特許・営業

「抗アレルギー薬の開発」分子設計・医薬品合成・薬理

1995 岡山大学・大学院自然科学（工学系）

「有機フッ素化合物の反応化学」医薬指向の有機合成

「有機フッ素化合物の構造と物性に関する研究」

結晶工学・ナノテクノロジー

2015 東京工科大学 工学部応用化学科 教授

自己紹介（職歴）
1988 京都大学 博士研究員

ボヤを消すこと９回、ホスゲン、青酸ガスを体験

1990 日本鉱業（現 JX日鉱日石）医薬バイオ研

スタッフの係長、改善提案、ヒヤリハット、安全巡視

職場消防組織消火班長、メチルイソシアネートを体験

1995 岡山大学・大学院自然科学（工学系） 准教授

2003 労働安全衛生法対策専門家会議 議長

2014 安全衛生推進機構設立準備 協力コア教員

アクロレインなどの有害物を多種類体験

2015 東京工科大学 工学部応用化学科 教授
2015 岡山大学安全衛生推進機構外部運営委員
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2003年独立行政法人化のバタバタ
–当時 環境管理センター 廃棄物部門 副部門長

→ 人事院規則から労働安全衛生法への変更

現場の安全を「指導」できる人材はいないか？

• 労働安全衛生法対策専門家会議 議長

「安全第一」のヘルメット、緑の腕章で副学長の権限を
委譲され、巡視調査 → 失敗（門前払い）

「助教授に指導されたくない、かき回されたくない」

啓蒙活動（http://www.okayama-u.ac.jp/user/emc/rouantoiukoto.html）

メールで相談や愚痴を受け付ける 成功（問題把握）

大学は安全管理になじまない、→安全推進

その後１０年間事務や教員の相談役を細々と...

2014年岡山大学脱出

–東京工科大学工学部設置審 採用予定教員

「１年２ヶ月後に岡山大学をやめます。」

「ちょっと待って、岡大の安全はどうなるんだ？」

• 安全衛生推進機構の提案と設立

Environment, Health & Safety Intelligence Department

学長の持っている教授ポストをひとつ…

１年かけて安全推進機構組織を設立、教授人事をなぜ准教授が…

やっと解放か？ …と思ったら 外部運営委員（無給）

• 研究支援センターに化学物質情報管理部門

技官１名採用 全学薬品管理部門の準備

安全衛生推進機構

機構長（財務・施設担当理事）

副機構長（専任教員）

情報解析に基づく企画・立案組織

関係する他の組織

環境管理センター

保健管理センター

自然生命科学研究支援センター

教育開発センター

耐災安全・安心センター

安全衛生推進機構

学 長

全学安全衛生
管理委員会

財務・施設担当
理事

事業場
安全衛生委員会

目的：安全衛生推進機構は，本学構成員等の安全と健康の確保を図り，安全衛生に関する本学の社会的責任を果たすため，
関係する他の組織と連携を図り，所要の調査・研究を行い，安全衛生に関する本学の施策・方針を企画・立案する
とともに，指導・助言を行う。

運営委員会
学生支援センター

兼任教員

支援

安全衛生
管理組織

実務組織

本来業務に付随する
「安全衛生」業務安全衛生対策の検討，

推進計画策定及び実施等
構成員

参加

学部 研究科

※財務・施設担当理事が全学安全衛生管理委員会委員長であり，安全衛生業務を担当している。

専任教員

（Environment Health & Safety Intelligence Department） 新化学物質情報管理システムイメージ

化学物質の納品

購入データの入力

研究グループ別
化学物質データ提供

財務会計システム
から関連データ取得

試薬会社

会計部署

研究者

管理者

各種入力・報告の簡素化

新規採用の専任教授に
後は任せた

もう知らん

岡山大学脱出！

でも東京工科大学でも同じような仕事を…

本日のアイテム

• 自己紹介（なぜ、片桐は安全をしているか）

• 大学・研究所の安全の特徴

• 改正労働安全衛生法の

化学物質リスクアセスメント

• リスクアセスメント物質の検索法の提案

• 対象物質について

• 2020年水俣条約に向けて
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労働安全衛生法は研究組織に
なじみにくい

• 法は「生産・製造現場」を想定している。

–ルーチンワークを想定

–少品種大量の化学物質の使用を想定

• 研究所や大学をあまり意識していない。

–非定常作業を想定していない

–大学や研究所は多品種少量化学物質の現場

–企業でも研究所は難しい

労働安全衛生法は大学に
なじみにくい

• 法は「中央集権的な組織」（企業）を設定している。

–企業は経営者が予算権限を掌握

–総括労働安全衛生管理者は事業所の長（10条2項）

–大学の研究予算は競争的資金が多い

• 教授（ＰＩ）が研究資金に責任を持つ教授は偉い

• 校費だけで安全の費用をまかない切れない

• 大学側が各研究室の運営に口を出しにくい

安全は法律で一律に管理しにくい

• 安全は職場により、TPOによりその戦術が大
きく異なる。

• それぞれの職場に最適の戦術を示し、安全
の推進、指導をしなければならない。

どうする？

尊重すべきは法の精神・目的

労働安全衛生法

（目的）

第一条 この法律は、労働基準法（昭和二十二年

法律第四十九号）と相まつて、労働災害の防止の
ための危害防止基準の確立、責任体制の明確化及
び自主的活動の促進の措置を講ずる等その防止に
関する総合的計画的な対策を推進することにより
職場における労働者の安全と健康を確保するとと
もに、快適な職場環境の形成を促進することを目
的とする。

法は手段であって、目的は安全
法律を守ることが目的になってはいけない

コンプライアンスとは？

• 法の精神を尊重しながら、安全な作業環境を
確保し、法律を守る努力を行わなければなら
ない。

• 人的・経済的資源に限りがあるのなら、その
範囲で最大限の工夫をすべし。

• 法を守ることを目的とするのは「短絡思考」

公務員の無謬性？
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薬品管理システムの問題

• 薬品管理システムは高価である

• OSのアップグレードに対応して、更新が必要
（本当に必要なのか？）

• 事業所（大学）単位で数百万円の投資を必要

–旧帝大は何とかできても地方大学には厳しい

–市販試薬管理システムに対する不信感

–代替試薬管理システムの可能性

楽をするにはお金がかかる、
お金がないから管理できないでは本末転倒

新化学物質情報管理システムイメージ

化学物質の納品

購入データの入力

研究グループ別
化学物質データ提供

財務会計システム
から関連データ取得

試薬会社

会計部署

研究者

管理者

各種入力・報告の簡素化

新化学物質情報管理システム 勝算
準備調査結果（片桐）

• 試薬販売会社のうち岡薬、高塚、和光は協力的
（カタログ記載の法規制を転載する、とのこと）

• 国内カタログに法規制は記載済み、国外は工夫必要

• データ数は広島大で最終16,000種類（件数ではない）

• 岡山大の検収数200件/日、化学薬品は30~40%（<100件）

• 会計データのままでも、担当１名で毎日入力（コピペ）可能。

• 教員は入力済リストのチェック、MSDS(SDS)取得、セーィフティア
セスメント（標準書）作成などの依頼と作業指示(１日２時間以内）

戦術

• 学内の協力を得るためには研究室の負担を最小限に設定する

• 法的規制を盾にしない（上から目線は絶対不可）

• 情報提供を主とする支援（サービス）を行う。

新化学物質情報管理システム 検討事項

データーベース本体

• 記載項目と対応法規一覧（最小限かつ将来を見越して）

• 運用ルール

• 研究室への通知項目など

運 用

• 作業者：定員確保、人材確保（化学のわかる事務腹案有り）

• 管掌は理事間の折衝で「研究支援センター」の部門化

• 設置場所（机ひとつ分のスペースとネット環境）

• 化学物質の範囲（法的要請）安衛で指導•対応

何が必要なのかで
カスタマイズする
安全はローカルなもの、
試薬管理もローカルでOK


